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第十六回那覇市議會（定例會）

事務顛末

招集　一九五六．一二．一

開催年月日　一九五六．一二．四（火）

會期　一日間

――― ○ ―――

一、本會議　一九五六．一二．四．午前十時四十三分　午后一時四十二分

本日の會議事件並にその顛末左の通り
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二、事務處理




１、市町村自治法第十三條の規定による議會の議決を得た條例送付




那覇市職員に対する一九五七年度期末手當支給に関する條例

一九五六．一二．五　那議第二十二の四号にて

市長職務代理者助役宛




　　　　２、市町村自治法第百七十條の規定による議會の議決を得た豫算その他送付




一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算

泊ポートターミナル新築工事に関する契約の専決處分の報告及び承認について

以上二件　一九五六．一二．五　那議第十六の五号にて

市長職務代理者助役宛




３、陳情書採択通知




宝口線補修工事施行方の陳情

末吉内間線補修工事施行方の陳情

汀良くんどもい線土留石垣築造方の陳情

以上三件について　一九五六年十二月五日付

那議第七二号にて市長職務代理者助役宛

那議第六五の三　六六の三　六八の三　号にて各陳情代表者宛




４、市町村自治法第六十三條の規定による會議結果報告




一九五七年一月十八日起案

一九五七年二月九日決裁

一九五七年二月十二日発送

那議第十二の二号にて　市長　行政主席　宛





那議發第十二の二號　一九五七年二月十二日発送

一九五七年二月十二日

議長名

行政主席　那覇市長　宛

議会の結果報告について

一九五六年十二月四日開催の第十六回議会（定例会）の結果は別紙の通りであります。

右市町村自治法第六十三條第三項の規定に基き報告致します。





第十六回那覇市議会（定例会）会議録

一九五六年十二月四日

午前十時四十三分開会

――― ○ ―――

○助役（嘉手納並水君）

御挨拶申上げます。本日十二月の定例会を開催することになりましたが、皆さんよく御出席下さいまして有難うございます。この度の定例議会では色々議案も沢山出るような状態でありましたが選挙も切迫しておりますし、色々多忙のことでもありましょうし、そのため今回は緊急已むを得ない案件丈けを三件提出することに致した次第であります。先ず那覇市の職員に対する一九五七年度の期末手当の支給に関する条例。これは条例で定めなければならんようになっておりますので提案することに致しました。それから市長選挙に伴う所要経費追加予算を提案してあります。これは選挙の費用が要りますので、これを追加したのであります。それからもう一つは前議会で皆さんの御諒解を得ました泊のポートターミナル新築工事については契約の専決処分をしましたのでこれの承認を得たいと考えております。どうぞ宜しく御審議下さいますよう、お願い致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の出席二十二人、欠席八人でございまして議会は成立致しております。本日をもって第十六回那覇市議会定例会を開会致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

諸般の報告を致します。

１、議会宛の陳情書について

イ、鳥堀区々内会長、屋嘉比柴良外三二〇名から提出に係る中央農業研究指導所移転用地決定反対についての陳情。

ロ、崎山区二ノ三二金城幸福外八四名から提出に係る中央農業研究指導所移転用地の候補地から除外に関する陳情

ハ、末吉区々内会長伊佐盛仁外九名から提出に係る宝口線補修工事施行方の陳情

ホ、汀良区五班三号志堅原良恵外一二名から提出に係る汀良くんどもい線土留石垣築造方の陳情。




以上五件の陳情書が議長宛に参っておりましたので議長は会議規則第五十九条の規定に基き、その写を印刷の上各位に通告すると共に夫々、その所管委員会に審査を付託致しましたから報告致します。

建設委員会委員長から議長宛に陳情書の処理に関する委員会審査報告書の提出がありましたので、その写を印刷の上、御手元に配付致しました。本件に関しては後刻夫々議題と致し御審議願うことに致しますから、左様御了承願います。

本年十一月二十日付で市監査委員から議長宛一九五七年度九月分の例月出納検査報告書の提出がありました。本件に関しては、その写を印刷の上、各位に配付致しますから左様御了承願います。





那議第七〇の一号

一九五六年十一月二十三日

那覇市議会議長

泉正重




議員各位

例月出納監査報告書送付について

那覇市監査委員から別紙写の通り九月分例月出納監査報告書の提出がありましたので送付致します。





例月出納検査報告

一九五六年十月二十三日午後二時から那覇市出納課に於て一九五七年度九月分一般会計及特別会計水道事業、区画整理事業の出納検査を行い会計諸簿冊及証憑書類等一切點検致しました處、相違無い事を確認致しました。

仍而茲に御報告申上げます。

記

一、歳出、歳入各件毎に點検（証憑書類との照合點検も共に行う）

一、現金出納簿との突き合せ検算

一、款項目別科目整理記入

一、帳簿尻と現金残との照合點検（現金残は銀行預け入れ）承認

一、別紙歳入歳出表との照合點検

一、不当、不正無し。

一九五六年十一月二日

那覇市監査委員　儀武息睦

那覇市監査委員　中山興忠

那覇市議会

議長　泉正重殿





１９５７年度　９月分　一般会計
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１９５７年度　９月分　一般会計
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１９５７年度　一般会計　９月分
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１９５７年度　一般会計　９月分
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１９５７年度　水道事業特別会計　９月分
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１９５７年度　水道事業特別会計　９月分
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１９５７年度　区画整理事業特別会計　９月分
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１９５７年度　区画整理事業特別会計　９月分
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○議長（泉正重君）

本月三日付那発總總第五三四六號をもって市長職務代理助役から議長宛議案送付について公文が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

（書記「新垣襄二君」朗読）

――― ○ ―――

那總々発第五三四六號

一九五六年十二月三日

那覇市長　職務代理者

那覇市助役　嘉手納並水

那覇市議会議長

泉正重殿

議案送付について

十二月四日招集の議会定例会に付議すべき左記事件を別紙の通り送付致します。

記

一、那覇市職員に対する一九五七年期末手当支給に関する條例

一、一九五七年那覇市歳入歳出追加豫算

一、泊ポートターミナル新築工事に関する契約の専決處分の報告及び承認について

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

今期議会の付議事件につき説明又は質疑のため議長は市町村自治法第六十一條の規定に基き書面によって説明者の出席要求を致しました處、市長職務代理助役から出席者の職氏名通知がありましたので書記をして朗読報告致させます。

（書記「新垣襄二君」朗読）

――― ○ ―――

那總々発第五三五四号

一九五六年十二月三日

那覇市長職務代理者

那覇市助役　嘉手納並水

那覇市議会議長　泉正重殿

説明者の出席について

十二月四日招集の議会定例会に付議される事件につき説明のため左記の者を出席させます

記

那覇市長職務代理


 
  	那覇市助役
  	嘉手納並水
 

 
  	那覇市収入役
  	大湾政順
 




 
  	総務部長
  	幸喜克彰
 

 
  	財政部長
  	長嶺良松
 

 
  	建設部長
  	安次富長昌
 

 
  	総務課長
  	亀島入徳
 

 
  	財政課長
  	比嘉良男
 

 
  	建築課長
  	宮平粂男
 

 
  	泊港務所長
  	山里永達
 




――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

書記をして議案その他を配付致させます。

（書記議案その他配付）

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

議事日程報告でありますが本日の議事日程は印刷の上御手元に配付致してありますのでそれによって御報告に替えます。

――― ○ ―――


議事日程第二十一號

一九五六年十二月四日（火）

午前十時開議

第一　今期議會の會議録署名人選擧

第二　今期議會の會期を定めること

第三　那覇市職員に対する一九五七年度期末手当支給に関する條例

（市長提出議案第五十七號）

第四　一九五七年度那覇市歳入歳出追加豫算

（市長提出議案第五十八號）

第五　泊ポートターミナル新築工事に関する契約の専決處分の報告及び承認について

（市長提出議案第五十九號）

第六　那覇、真和志両市の合併問題について

（都市合併研究特別委員会審査経過報告）

第七　宝口線補修工事施行方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

第八　末吉、内間線補修工事施行方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

第九　汀良くんどもい線土留石垣築造方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

――― ○ ―――





本日の会議に付した事件

第一　今期議會の會議録署名人選擧

第二　今期議會の會期を定めること

第三　那覇市職員に対する一九五七年度期末手当支給に関する條例

（市長提出議案第五十七號）

第四　一九五七年度那覇市歳入歳出追加豫算

（市長提出議案第五十八號）

第五　泊ポートターミナル新築工事に関する契約の専決處分の報告及び承認について

（市長提出議案第五十九號）

第六　那覇、真和志両市の合併問題について

（都市合併研究特別委員会審査経過報告）

第七　宝口線補修工事施行方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

第八　末吉、内間線補修工事施行方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

第九　汀良くんどもい線土留石垣築造方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

――― ○ ―――





◯議長（泉正重君）

只今から本日の会議を開きます。

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

日程第一の今期議会の会議録署名人選挙についてを議題と致しお諾り致します。恒例によりまして選挙の煩を省略し議長の指名に致して御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決し今期議会の会議録署名人二人を議長から指名に致します。十一番議員（崎山喜達君）二十六番議員（照屋正徳君）

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

日程第二の今期議会の会期を定めることについてを議題と致しお諾り致します。

◯照屋正徳君

会期一日を希望致します。

理由は追加予算に於きましては交付金の受入選挙費用の件でございまして申述べる迄もございませんし第二はポートターミナルの件でございますがこれも豫々検討し盡されまして尚又寧しろ一日も早く完成して頂くのを我々は待っているのでございまして特別に検討する處はないと思いますので今期議会の会期は一日を希望致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

二十六番議員照屋正徳君の御発議通り先程の助役からの緊急止むを得ない極く少数三件の提案になった。特に五の泊ポートターミナル新築工事に関する契約の専決処分の報告及び承認については前の協議会で御承認を得た事項でありまして本日一日の会期をもって十分処理が出来るとこう考えられますので今期議会の会期を一日間に可決することに御異議ありませんか

（「賛成」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って会期を一日間に可決確定致します。

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

日程第三市長提出議案第五十七号那覇市職員に対する一九五七年度期末手当支給に関する条例についてを議題と致します。





議案第五十七号

那覇市職員に対する一九五七年度期末手当支給に関する条例

右の議案を提出する。

一九五六年十二月四日

提出者　那覇市長職務代理者

助役　嘉手納並水

那覇市職員に対する一九五七年度期末手当支給に関する条例

（目的）

第一条　この条例は那覇市職員の給与に関する条例（一九五六年七月一日条例第四号）第十三条の規定に基き同条例第一条に規定する本市職員及び本市消防職員（以下「職員」という。）の期末手当に関する事項を定めることを目的とする。

（手当の支給）

第二条　期末手当は職員であって第三条に定める支給期の十五日現在において在職する者に対して支給する。

（手当の支給期）

第三条　期末手当の支給期は十二月とする。

（手当の額）

第四条　期末手当の額はその支給期において職員が受ける給与月額に次の各号に定める割合を乘じて得た額とする。

一．在職期間が引続き十二月以上の場合

百分の八十

二．在職期間が引続き十二月未滿の場合

百分の八十を十二で除し　それに勤務月数を乘じた額

（給与月額の定義）

第五条　前条に定める給与月額とは那覇市職員の給与に関する条例（一九五六年七月一日条例第四号）第三条第一項に規定する給料の月額をいう。

（規則への委仕）

第六条　この条例に必要な亊項は市長が別に規則で定める。

附則

この条例は公布の日から施行し、一九五六年十二月十五日から適用する。

（説明）

那覇市職員の給与に関する条例（一九五六年七月一日条例第四号）第十三条の規定に基き本案を提出する。


◯議長（泉正重君）

當局の提案趣旨説明を求めます。

◯総務部長（幸喜克彰君）

それでは議案第五十七号について御説明申上げます現行の那覇市職員の給与に関する条約は去った七月一日を以って条例第四号で施行されるようになっておりますがこの条例の中で給与と申しますと給料・特殊勤務手当超過勤務手当・期末手当・勉励手当及び宿直賄料ということになっておりますが期末手当以外の給与に対しましては基本がはっきりしておりますし予算も年々その計上は基本によって動かすことの出来ない、所謂支給額が予算に盛られる訳でございます。從ってこれの支給の額或は方法については本条例にはっきり謳っておるのでございますが然し期末手当というのはその年度内の予算によって決定せられるもので条例の中にずっと当って篏めて行くことが困難でございますのでこの期末手当の支給の額と方法については毎年その都度都度予算の内容などと照らし合せて条例を制定して支給するということになっておりますので本条例を提案したのでございますが幸いに本会議でこれが議決になりましたならば早速それによって期末手当を早急に手配を致し支給の段取を執りたいと考えております。勿論これはこの条例は今期末手当の条例でございまして来年は或いは又額と支給の方法も変って来るということも予想しておりますのでどうぞ宜しく御審議の程お願い致します。

◯議長（泉正重君）

本議題の質疑に入ります。只今の御説明に対して御質問がございましたら一つ・・・・・

◯宮里敏慶君

第四条でございますが月額の百分の八十ということがありますがこの百分の八十というのはどいういう基準で八十という風にして決めてありますか

◯助役（嘉手納並水君）

百分の八十というのは前の予算の場合に議決になっておる筈でありますが兎に角、職員に対してはずっと前は五割とか最初は四割でありましたがこれを次第に上げまして八割迄は支給しなければいかんだろうという風にこれは財政面から出たのですが出来る丈は優遇するという意味のものでこれは八十に決めた訳であります。

◯宮里敏慶君

これを百分の八十とした場合に経済界の変動によりまして琉球政府とか諸会社などが二十割・三十割を呉れる場合に勢い那覇市の場合でもこの率を上げなければならないということが来ないとも限りません。教職員会でも期末手当、十割支給方の要求も政府に向ってやっているようです。又那覇市でも職員の組合があると思います。こういう組合は必ず何か百分の八十以上の要求をするかも知れませんがこれをもっと率をあげて例えば百分百以内という風にでもやったらどんなもんですかこうなった場合はこの線で押えられて又条例改正ということになって来ると思います。

◯助役（嘉手納並水君）

これは毎年予算を編成する時に大体見当をつけましてやらなければどうせこれは予算の裏付けがないというと出来ん問題でありましてその都度毎年これは変って行かなければならんと思います。處が政府の方では五〇％という風に聞いております。だから寧ろ、那覇市は優遇されていると考えておる訳です。それから教職員も百％ということになっておりますがこれはまだ決定していないと思います。これをもっと増やすとすれば才入の面も又検討して新年度は又違って来るかも知れません。だから本年は予算が八〇％で取られておりますのでそれ以上はちょっと上げられん訳です。

◯議長（泉正重君）

今回の提案は一九五七年度に限る条例です。これで毎年押えて行くという訳じゃないのです。

◯大山盛幸君

この条例の出る前に新聞報導で知っているのですが市職員による労働組合からの要望も反映されているのじゃないかと思いますが新聞報道丈けしか分らないので市職員の組合からの要望その他の折衝問題について少し具体的に御説明になって頂きたいと思います。

◯助役（嘉手納並水君）

市の職員の労働組合はまだ正式な手続は終ておりません。只任意組合になっております。處が市の方としては最初予算面では期末手当となっておりますがこれは飽く迄この前の議会でも答弁申上げましたように半分は期末手当、半分は勉励賞与という意味を含めたという答弁をしたと思いますがそれに対して労働組合ではこれは期末手当であるからして全面的に一様に配分すべきであるという提案がありました。色々検討しましてその次に市の案としては七〇％は期末手当、あとの三〇％を賞与の意味を含めてやったらどうかという風に先ず労働組合の案に意見を近づけまして出したのでありますがこれに対して飽く迄も一様にして貰いたいという希望がありました　それで当局としましてはそれは向うの組合全員の總意であるからそれじゃそれでやろうという風になりまして一様に八〇％ということにしてあります。それでその途中で入った人はその月割を支給するという方法を取っております。

◯上間長和君

只今助役の答弁によりまして職員の組合と意見調整をした上で出来た案であることが了解され大多数職員が満足する案だと思料致します。就きましては当然可決してもいいんじゃないかと思います。

◯赤嶺慎英君

只今の助役さんの御答弁にちょっとお訊ねしたい点がありまするが百分の八十というこの八十％は職員労組からの要求に妥協案として出されました予算の七〇％、三〇％ですね　それが予算の百％になるというお積りで案を出されたということでありますが八〇％というのは予算の八〇％でございますが予算の八〇％ということになると二〇％のずれが出て来るという風になると思いますがそこら辺をもう一回・・・

◯助役（嘉手納並水君）

予算の金額であります八〇％と申しますのはつまり定給額の八〇％という意味でありまして予算全額を支給致します。

◯宮城清三郎君

第六条の規則への委任ということがありますが必要なる項は市長が別に定めるということになっておりますが必要なる項とは例えばどういうことをいっておりますか　これの御説明を願います。

◯助役（嘉手納並水君）

この六条は條例の規定事項外の事柄が起った場合にこの六条を適用するという意味であって別に何か予想した条例ではありません若し外にこれに拠れないようなことが起った場合には六条を適用するという意味であります

◯宮城清三郎君

必要な事項といいますとただ漠然として何ものも前提としないでそういうような条項を設けたということはあり得ないと思います。例えばこの条例以外にどういうことが起った場合、こうこういうことが規則で定めるという前提の下にこの条項を入れたと思いますがそこらの案も何もなくて只これを入れた訳ですか

◯助役（嘉手納並水君）

条例というものは殆んどこういう形式になっておりましてこの形式に従った迄でありまして別段深い何かある事件とかいうことを予想しているものじゃありません。只これに拠れないような場合が起った時の便宜のために六条をつけたのであります。これは条例の形式が殆どこうなっております。

◯宮里敏慶君

期末手当は百分の八十となっておりますが職員の中には真面目な方もおるし不真面目な方も中にはおるし仕事をさぼる人も中にはおると思いますがこの百分の八十ということはそういうことは考慮せずに一律に百分の八十で支給の積りですか

◯助役（嘉手納並水君）

これは先も御説明申上げましたように市の最初の案としましては期末手当と勉励賞与を含めたような意味で作ったのでありますが職員の気持と致しましてはつまり勉励賞与とかいうものはこれは既に俸給で或る程度勘案されているという見解でこれは飽く迄も期末手当として支給して貰いたいという意味であります。

◯議長（泉正重君）

なお蛇足を附加えるようでありますがこの八〇％につきましては既に予算審議の時に審議しておりますのでこれの妥当なりや否やということは既に前に決定づけられたことであります。ではここで御意見を纏めたいと思いますがつまり八〇％一律にしたのも全職員の希望です理由は勤勉ということは既に増俸をもって処理されているだから今回の期末手当は一律に支給して貰いたいという全員の希望であるが故に当局も諒承したということでこの案になっているようであります。就きましては質疑終結・討論に入りますが討論を省略して表決に付したいと思いますが左様取計うことに御異議ありませんか

（「賛成」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しお諾り致します。日程第三那覇市職員に対する一九五七年度期末手当支給に関する条例は原案通り可決して御異議ありませんか

（「異議なし」呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って議案第五十七号は原案可決致します。

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

次日程第四、一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算市長提出議案第五十八号を議題と致します。





議案第５８号

１９５７年度那覇市歳入歳出追加予算
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歳出
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◯議長（泉正重君）

當局の提案趣旨説明を求めます。

◯財政部長（長嶺良松君）

議案第五十八号を御説明申上げます。当初予算に於きましては市長選挙が予期されていなかった関係上選挙費用を計上していなかったのであります。それで来る二十五日の市長選挙の費用が当初予算では編成されておりませんので今度追加した訳であります。追加額が二十一万八千五百一円であります。追加の財源は予算書の歳入面で現してあります通りに今回の市町村財政調整交付金が去年より二十一万八千五百一円丈増えて来ております。それで歳出をこの範囲内で計上した訳であります。歳出面は歳出で計上してあります通りに第十一款選挙費の一項の一目、委員報酬に二万四千円諸手当に九千四百五十円それから需要費に一万六千八百五十円、合計で五万三百円。それから二項の一目の報酬で三万七千四百円二目の職員給で三万七千三百五十円諸手当で五万八千五百円四目の需要費で三万四千九百五十一円二項で合計十六万八千二百一円、一項二項を合計致しまして二十一万八千五百一円と云う具合に計上してあります。宜敷く御審議願います。

◯議長（泉正重君）

本議案の質疑に入ります。只今の御説明に関し何か御質疑ありませんか

◯上間長和君

只今財政部長の説明がありましたが追加は二十一万八千五百一円でこれは市長選挙の為と分りましたが本員の聞く所に依りますと軍用地料が約一千万円位入る予想があり又もう一つは先の首里バスの問題に於いて高良（清二）議員の発言で予算の裏付けが三百万円位あると云う答弁でありましたが何故この歳入追加を二十一万円としたか　見通しがあればもっと増さないのか　そして歳出の方も事業をやらないのか　こういう風に思う訳であります。この予想に対して当局はどうお考えでありますか

◯助役（嘉手納並水君）

今度の議会では緊急巳むを得ない議案丈を提出してあるのでありまして御質疑の通り地料とかその他相当の歳入が見込まれるがこれはどうせ一月の新市長の就任後における臨時議会に色々重要案件がありますのでその時一緒に出したいと斯う考えております。

◯議長（泉正重君）

他に御質疑ありませんか

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御質疑ない様でありますので質疑終結討論に入ります。御意見を伺います

（「賛成」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御発言ない様でありますので討論終結致し表決に付します。お諮り致します。只今の一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算市長提出第五十八号は原案通り可決して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って議案第五十八号は原案可決致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第五泊ポートターミナル新築工事に関する契約の専決処分の報告及び承認について市長提出議案五十九号を議題と致します。





議案第五十九号

泊ポートターミナル新築工事に関する契約の専決処分の報告及び承認について

泊ポートターミナル新築工事の請負契約について専決処分により別紙の通り契約を締結しましたので報告すると共に議会の承認を求めます。

一九五六年十二月四日


 
  	提出者
  	那覇市長
  	職務代理者
  	
 

 


 
 
  	助役
  	嘉手納並水
  	
 




　説明　一九五五年三月三十一日那覇市条例第三号「議決又は住民の投票に付すべき財産営造物又は議会の議決に付すべき契約に関する条例」第八条に基き本案を提出します。


泊ポートターミナル新築工事請負契約

泊ポートターミナル設置に伴う次の工事請負契約を締結する

記

一契約の目的　　泊ポートターミナル新築工事

一契約金額金　　九百六拾萬円也

一契約工事期間　自一九五六年十一月二十日　至一九五七年五月三十一日

一契約の相手方　善太郎組代表者　新垣善太郎

一支出費目

第六款港湾費

第三項ポートターミナル建設費

第一目ポートターミナル建設費

第二四節工事請負費





参考資料

泊ポートタミナル新築工事指名競爭入札

結果表
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○議長（泉正重君）

當局の提案趣旨説明を求めます。

○建設部長（安次富長昌君）

議案の御説明を申上げる前にお詫びとお願いを申上げます。この議案の説明と云う下の一行の一番下でありますが「議決又は」とあるを「議会の」と云う事丈を御挿入をお願い申上げる次第であります。では御説明申上げます。市の条例に依りまして五百万円以上の工事に就きましては議会の議決を得る事になっておるのでありますが先月の十日の丁度議会の日に工事請負入札を行いましてその結果は別紙にあります通り最高が一千四百万円最低が九百六十万円、その中間一千百万円と相当ございますがこれを善太郎組が落札したのであります。丁度議会の日に当りまして議案として提出する時間がございませんでしたので一応全員協議会で御説明申上げまして御諒解をお願いした訳でございます。その後早く工事をして行かなければ鉄鋼類がどう云う変動を来すかも知れないし然かも出来る丈早く造った方が請負業者も市長局も利益であると云う事を考えたのでございます。その時に仮契約すると云うのも一応考えたのでございますが然し仮契約をしておいて実際仕事に掛かって後問題が出て来たら困るとこう考えまして御諒解事項として一応市長の専決処分にし本契約をして着工せしめた訳であります。現在基礎工事の後近くコンクリートを打込む所迄、行っております。こう云った考え方からして早く工事を済ませた方が業者も市も両方とも利益であるとこう考えまして市長の専決処分にして議会の承認を得べく出した訳でございます。宜敷く御審議御承認をお願い申上げます。

○議長（泉正重君）

本案質疑に入ります。

○宮城清三郎君

これは前の議会でも承認されておりますが落札者と当局の方との契約の内容これを一応プリントにして配って頂けませんか

○建設部長（安次富長昌君）

契約に関しましてはこれ迄工事を大分執行して来ておりまして同じ様な契約をしておりますので別に今日出さなかった訳であります。

（「契約の内容はどんなものですか」と呼ぶ者あり）

○建設部長（安次富長昌君）

一応読み上げますからそれで御諒承願います。

（高良清二議員　出席）





工事請負契約書（案）

一、工事名稱　泊ポートターミナルビル新築工事

一、請負金額　金九百六拾萬円也

一、契約保証金　金参拾萬円也

右の通り請負者善太郎組代表者新垣善太郎に請負はせるについて那覇市長職務代理者助役嘉手納並水を甲とし請負者を乙として左の各條の通り契約す。

第一條　乙は一九五六年十一月二十日工事を起工し一九五七年五月三十一日に竣工すること

第二條　工事全部竣工の上は乙より甲に届出で甲が検査を遂げ完全と認めた時は之が受渡しをなすこと。工事受渡前に生じたる損害は乙の負担とする。但し甲の責に帰す様事がある時又は稀有の天災、地変に起因する既済部分の損害で甲が重大と認めるものはこの限りでない

第三條　乙は別紙設計図書及び仕様書に違う事なく工事を施工すること。但し左の場合に於いては甲乙協定の上乙の負担に於いて施工すること

一、工事些少の変更

一、設計図書及び仕様書に明記してない些少の工事

第四條　請負金額は工事出来高の認定により左の通り支拂うものとする

第一期　工事出来高の十分の八以内

第二期　工事出来高の十分の八以内

第三期　工事出来高の十分の八以内

第四期　工事出来高の十分の八以内

第五期　工事出来高の十分の八以内

第六期　残額

第五條　乙は甲の承認を受ける事無く本契約の履行を第三者に委任したり又は契約より生する債権を讓り渡すことは出来ない

第六條　乙は本工事に関し甲又は甲の指定する係員の指揮監督を受けるものとする設計図及び仕様書に違反すると認めた時は工事完成後と雖も乙に之が引換改修をせしめることがある

第七條　乙は工事遂行上、適当な技術者をして現場に於ける一切工事を監督させること但し甲に於いて其の技術者を不適当と認める時は交替させること、請負者は工事計画書並びに工事工程表を提出すること

第八條　甲の都合に依り本工事の設計変更をなす場合は甲乙双方の提出せる見積内説書により請負金額及び竣工期限に対して適正なる修正をなすことが出来る

第九條　乙は天災地変其の他正当の理由なくして竣工期間内に工事を竣工することが出来ない時は延滞月数一日に付き請負金額の千分の五を遅滞料として甲に支払はなければならない

第十條　乙が正当なる事由なくして本契約の解除を申出でた時甲は違約金として請負金額の十分の一の金額を徴収の上契約を解除することが出来る

第十一條　乙が左の事項の一該当する場合は甲は本契約を解除する

１、竣工期限内又は期限経過後相当の期間内竣工の見込が無いと甲が認定した場合

２、工事を放棄したり又は正当の理由なしで工事を休止した場合

３、故意に不正な工事をしたり不誠実な工事と認められる場合

第十二條　乙は契約と同時に契約保証金として請負金額の百分の三以上を甲に納付すること、契約保証金は乙が義務完了の日まで甲に預け置くものとする

第十三條　水道工事は那覇市水道課の指定店、電気工事は沖縄配電会社の指定店により施工するものとする

右契約の証として本契約書貳通作成捺印の上、甲乙各壱通宛保管する

一九五六年十一月十七日

甲契約者　那覇市長職務代理者

助役

嘉手納並水

乙請負者　那覇市小禄新部落

善太郎組代表者

新垣善太郎

以上であります

○宮城清三郎君

工事費の六回払いと云うのがありましたがあれはどう云う方法でやつておりますか

○建設部長（安次富長昌君）

金額の多い時は請負者もそれ丈自分の資金から出すと云う事になりますので金額の多少に依って六回払いにしたり五回払い或いは三回、二回又は竣工払いと云う風にやっております、その場合に檢査員を選定致しまして幾ら幾ら出来ているか　詰り出来高の八十％を支払いして良いと云う条例がございますのでそれを適用して支払いをやっている訳であります。

（「進行をお願い致します」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

別に御質疑ございませんか

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御質疑ない様であります、就いては質疑終結討論に入りますが討論を省略し表決に付したいと思います　左様取計らうことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決しました

○議長（泉正重君）

それではお諮り致します、日程第五泊ポートターミナル新築工事に関する契約の専決處分の報告及び承認について市長提出議案第五十九号は原案通り承認して御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って議案第五十九号は原案承認致しました

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次、日程第六那覇、真和志両市の合併問題についてを議題と致し、都市合併研究特別委員会における審査の経過並びに結果の報告を求めます。

（渡口麗秀議員　出席）

○都市合併特別委員会委員長（辺野喜英興君）

　只今議題となりました那覇、真和志両市の合併問題について本特別委員会における審査の経過並に結果につき御報告申上げます。

　戦前戦後を通じ多年の懸案となっております、那覇、真和志の合併問題については、當間市長の行政主席就任を契期として真和志市議会に於ては當間前市長の公約もあること故、後任市長選擧前に是非両市の合併を實現させたいという気運になり十一月二日に真和志市側議会議員数名が非公式乍ら那覇市議会議長に善處方申入がなされたのであります。處で問題の重要性に鑑み議長は一応都市合併研究特別委員会において本問題を取上げて審査して貰う様申入れたので本特別委員会と致しましては前後数回に亘り委員会を開催し、慎重審査を致したのであります。各委員会における審査経過を順次御報告申上げます。

　合併問題が再燃抬頭してから初回特別委員会を十一月七日に開催致しました。当日は合併問題に関する真和志市側の考え方或は要望、単的に申上げれば

　１、真和志市側としてはこの時期を失してはいけない

　２、市長選挙擧前に合併を実現し、真和志側も市長選擧に参加出来る様にして貰いたい。

　３、議員の議席数については促進法の規定の十五人を固執するものではないが那覇市側の意向を十分尊重して善處したい。

以上真和志側の方針を委員長から報告しこのことについて本特別委員会の執るべき態度、考え方を如何様にするかを論点において審議が進められたのであります。

即ち、

　１、真和志側としては無條件でもよいと行った處迄来ている様で、その熱望も此際容れて早く一致点を見出し市長選擧に参加できる様取計らうべきだという積極的意見

　２、真和志側の狙いは合併が先か、市長選擧が優先かその辺の事情は分らないが、合併するとなれば、法的に事務的に支障のない様に選擧終了後やってはどうかという慎重意見

以上双方の意見があったのであります。各委員の意見を綜合致しまするに合併に関しては賛成であるが、那覇市としては市長選擧をやらねばならない事情にあるので合併を選擧前にやるか、選擧終了後にするか、要するにその時期の問題に掛って来たのであります處が市町村合併促進法も公布されているに拘わらず、各委員としてはその法律の内容も知らないでは、合併問題を論ずる訳にはいかない、準據法規の内容趣旨を悉知して始めて審議が進められるべきだということで一応合併促進法の内容について行政府主管課長の説明を聽取し、十分質疑應答し、納得の上で本問題に対處すべきであるということになりまして、結局那覇、真和志両市の都市合併特別委員会委員の合同協議会を開催し行政府の主管課長をお招きして法の内容について検討することに相成った次第であります。

次いで十一月十二日午後二時那覇市側委員十一名、真和志市側委員十二名出席の下に政府行政課長外係職員の御出席を願い合同協議会を開催致しましたが当日は最初に市町村合併促進法の骨子について行政課長の説明を聴取し然る後、活溌なる質疑應答がなされ、法の内容については十分納得できたのであります。引続き、那覇、真和志の合併問題について話合が進められたのでありますがその主なる意見を掻摘んで申上げますと

真和志側（高良委員）

本件は非常に急を要する問題であり那覇では事務的面において難色を示めしていると聞いているが市長選擧前の合併ができるかどうか那覇側の意見を伺いたい

那覇市側（辺野喜委員長）

事務当局の意向を聽いたが、事務面に無理だとのことである。可能かどうかについては、はっきり申上げられない、早急に検討することになっている。

那覇市側（真栄田委員）

本問題については、両市の肚が決まれば別に問題はないと思う。此の機を逸すれば恐らく合併実現不可能と思われる程の気運に立致っているが真和志側としては選擧選に没入できる態勢は出来ているのか。

真和志市側（新里委員長）

真和志側としては事務處理に関する日程を作り選擧前合併實現に萬遺憾ない様努力しているが然しこれは那覇側との調整が必要である。

那覇市側（高良清二委員）

真和志側の出方は今日で結論が出て明日からでも事務準備が始められるかの印象を與えるものであるが、一体真和志側の意図は合併が第一義的か市長選擧参加が主体であるのか。

真和志市側（新里委員長）

那覇、真和志両市の合併問題は両市長とも市民に対する公約があり、準據法規もできたのでそれに則り早期合併を熱望しており出来得れば市長選擧に参加したいという意味で押進めて来た。

那覇市側（久高副委員長）

合併は那覇、真和志両市共賛成であり出来得れば市長選擧に参加できることが望ましいけれども、受ける側の準備も必要である。吾々議会としては事務当局の意見も聽かねばならないので事務的に或は、法的にも十分検討して行きたい。

那覇市側（比嘉朝四郎委員）

市長選擧前の合併には法的にも疑問があり、直ちに結論は見出せないが若し、今度の政変がなかったとした場合真和志側としては、何時頃合併の豫定だつたか、又選擧前の合併が不成功に終った場合はどうされるか。

真和志市側（新里委員長）

真和志市側としては、来年六月迄には合併する肚であった、此の際是非選擧前の合併を実現させたい、萬一それが出来なかったにしても現在の歩み寄りの精神を崩さずに能う限り速かに解決して貰いたい。

以上の様な活溌な意見の開陳があったが結論としては、両市とも合併を早くすることには異論はないが何等の目途も付けずに結論を出す訳にはいかないので両市に事務当局を交える小委員会を夫々設置し、市長選擧前の合併が法的に事務的に可能かどうかを早急検討して、可及的速かに一致点を見出すということに相成った次第であります

次いで十一月十五日午後二時に両市小委員会の合同研究会を開催し

那覇市

議会側　辺野喜、久高正副委員長　長嶺、比嘉佑直　比嘉朝四郎の各委員

当局側　幸喜総務部長、亀島総務課長

以上七名

真和志市

議会側　新里、古堅正副委員長　久場両委員

当局側　護得久助役

以上五名

以上の十二名が集って、市長選擧前の合併が法的に或は事務的に可能であるかについて真和志市当局において作成した日程計画表によって検討が進められたのであります。即ち真和志側の案としては

十一月三十日に両市議会を開催し、合併に関する議決をし、十二月一日に申請書を行政府に提出する、行政府は立法院臨時議会を招集して本件に関する議決を求め、大体十二月二十日合併告示ができるという計画になっている。

この計画からすると合併告示後市長選擧投票日迄には、中四日間しかないが現行選擧法に規定する補充選擧人名簿調製期間五日、補充名簿従覽期間十日、異議申立決定期間五日、出訴期間七日間の規定に抵觸する結果となり、この規定を排除する特別措置を講じない限り選擧無効の要因をなすものと思料せられるが真和志側としては何等かの目途があるかという質疑があってこれに対し真和志助役から合併が決まれば法的の問題は、現行選擧法を改正する特別措置を講じて貰う様行政府に折衝するというのであります。尚双方協議による建設計画が一番肝心だが、その他合併事務そのものが本計画による一週間、そこいらの短時日で審議が可能であるかどうかも疑問に思われる、これについて那覇市側事務当局の意向を訊しました處事務的に無理だとのことであり、結局、市長選擧前合併實現の鍵は一に掛って行政府当局の断に待つ外ない、即ち両市とも合併には異論はないが市長選擧前合併となると勢い現行選擧法規定に抵觸することになる、吾々議会としては現行選擧法の規定を無視することは出来ない、従って最後の止めは政府が動いて貰わなければならない、現行規定を排除する特別措置を講じて貰えるかどうかを行政府に伺い且つ折衝することが先決問題だということになりまして両市の各正副委員長及び当局側委員をして政府の意向を打診することに相成った次第であります。

そこで早速翌十六日に両市の各正副委員長に幸喜総務部長、亀島総務課長、護得久真和志市助役以上七名が行政府を訪ね、内政局長　同次長、行政課長にお会いし、合併問題に関する折衝を致したのであります。行政課においては斯くあることを既に豫想しておられたと見えて御手先に配布致してあります通りの「那覇、真和志合併に関する日程参考案外、合併事務に関する資料」を既に準備されていたのでありまして当日はこの日程参考案を中心に話合が進められたのであります

この行政課提案の日程参考案を御覽になれば十分お分りで説明する迄もないと思われまするが一応その要点を申上げますと、

那覇市長選擧期日の十二月二十五日を押えて逆算で行く、真和志側補充選擧人名簿調製に関する期間を現行規定により短縮する。即ち補充名簿調製期日の五日を一日に従覽期間の十日を三日に異議申立に対する決定期間五日を二日に出訴期間七日を四日という工合に短縮できるものと假定して結局行政主席の合併告示を十二月十二日に行なう、それ迄の事務處理として軍との調整期間二日間立法院より議決書類の送付が二日間立法院議会の議決が二日間掛るものとして立法院開会を十二月六日とするそれから十四日前十一月二十二日に立法院招集告示をする従って十一月二十一日に両市議会が合併に関する議決をしなければならないということになっているのであります。

ここで問題となりますのは現行選擧法の規定改正の見通し、十一月二十日迄の合併議決に必要なる書類の事務準備が可能かどうかの二点に絞られる訳でありまして、結局当日折衝の焦点は選擧法改正に関する持別措置が果して確信が持てるかに集中されたのでありますが、政府としては新主席の御意向も伺っていないので確答はできない。然し乍ら両市議会の議決があればその後に民政府に改正方の折衝を致したいが果して民政府が改正の特別措置を講じて貰えるかどうかについては分らないとのことであった。尚突込んで特別措置について政府として確信があるかと訊しました處、確信は持てないというのであります。吾々と致しましては、飽く迄も特別措置の確約がなされない限り議会で議決する訳にはいかない、というのは議会が議決して合併申請した後に特別措置が講ぜられないとなると選擧事務において大きな蹉跌を生ずることになるのは當然である。そこでこのことについて一応政府から民政府の内意を確めて貰うことに致しまして折衝を終えたのであります。

次いで十一月十八日午前十時に本特別委員会を開催致しまして、本件に関する折衝経過につき正副委員長から報告致し、特別委員会としての基本方針を纏めたのであります。

先ず経過報告に対する質疑並に意見の主なるものを申上げますると

１、本問題に関して當間主席は如何様に考えておられるかという質疑があったが、主席としては、布令を改正して迄然かも事務的に無理をして迄合併しなければならない理由があるかということであった。

２、民政府としても斯かる重要問題を軽率辛には取扱わないと思う。布令改正については望み薄だと思う

３、真和志市側が現行選擧法を改正して迄無理して迄合併を急がなければならない理由は分らないが、吾々としては事務的面に無理のない様、然かも市民が納得の行く様な線に持って行くべきだと思うが事務處理面に最少限どれ位の日時を必要とするか。

以上の通りでありますが、これに対して当局の見解は、合併事務処理には少くとも三ヶ月を要する、出来得れば六月末日の年度替りがよいと思う。三月末日迄には事務処理可能だということであります

處で市長選擧前合併が不可能だとすれば、真和志側がどうでるか一応は何の意向を聽いて見なければ三月末日合併を取決める訳にはいかないということで結局、本委員会としては法的面において、行政府自体が何等確信を持てないと言っており、事務的處理において少くとも三ヶ月の準備期間を要するとなれば市長選擧前の合併は覺束ない、それで一應事務当局の意向も斟酌して来年三月末日を期して合併するという目標の下に真和志市側との意見調整を行ない事務的面の準備を進めて貰うことに意見の一致を見た訳であります。

處でこの市長選擧前の合併不可能、三月末日を目標にして合併の實現を期するという、本特別委員会の態度、方針を真和志側に申入れなければならないが、元来ならば双方の合同委員会を開催し、その席上において公表すべきだが那覇市側がこう決まれば真和志市側では気抜けして委員会を開いても恐らく、集らないではないかといった様な意見もあったので一応正副委員長から真和志側正副委員長に本特別委員会の取決めを傳達することに相成りまして、實は去る十一月二十日にその旨を真和志側に回答し、それに対する真和志側の出方を待っていた處、二十三日午後二時、真和志市議会、都市合併特別委員会の新里　古堅の正副委員長から合併問題に関する真和志側の方針について回答申入があったのであります。

真和志市側としては、議会並に当局が非常なる熱意を以って努力致したに拘わらず、今回の市長選挙前合併が實現出来なかったことについて痛く失望し、一時は施す術を知らない位に迄気抜けしたが然し那覇市側議会並に事務当局が共々に本問題解決に取組み行政府へ折衝等最後迄努力して貰ったその熱意に対しては満腔の敬意を表する。今回の場合は諸般の事情で實を結ばなかったが双方歩み寄りの気運が今後の合併實現に拍車が加えられるであらうことを確信する。真和志側としては飽く迄も、今迄の線を崩さずに市長選擧後の早期合併實現を期待する。即ち今回の事は一応御破算にして市長選擧終了後、新市長の方針も勘案し、市町村合併促進法に則り同法第五條の規定に基く市町村合併促進協議会を設置し、この協議会を推進体として強力に那覇、真和志市の早期合併の實現を期したいというのであります。以上那覇、真和志市の合併問題に関する本特別委員会の審査経過を報道申上げたが、何卒各位の忌憚ない御意見を拝聴致しまして本問題の円満なる解決に資したいと左様に考えている次第であります


那覇、真和志合併に関する日程参考案
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１、新町村建設の基本方針

基本方針としては次のことを記載する。

（イ）合併の目的及び将来の構想

（ロ）合併町村の区域及び関係町村名

（ハ）合併町村の名稱

（ニ）合併の形式

（ホ）合併実施の時期

２、町村役場、支所又は出張所の統合整備に関する事項

役場を何処に置くか、庁舎をどうするか。

支所、出張所を設けるとすれば、その位置、機構及び権限の大綱を記載する

３、消防施設の統合整備に関する事項

消防団員の組織、編成、器具の配置、施設の拡充等の計画を定める。

４、病院、診療所、隔離病舎、その他の衛生施設の統合整備に関する事項。

５、授産施設、保育所、その他の厚生施設の統合整備に関する事項。

６、道路、橋、トンネルその他の土木施設の整備に関する事項。

７、水道事業、自動車運送事業、その他の公営企業に関する事項、企業に関する事項。

８、基本財産の造成に関する事項

９、第二号から前各号までに掲げるものの外、町村合併の目的を実現するために必要な合併町村の永久の利益となるべき建設計画に関する事項

１０、町村合併の行われた日の属する年度及びこれに続く五箇年度間の年度別財政計画
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合併についての法律上の手続

合併についての法律上の手続きは

（一）合併しようとする市町村で議決して

（二）関係市町村長が連署で、必要書類を添えて行政主席宛申請し

（三）行政主席は立法院議会の議決を経てこれを定める。（告示）

１、関係市町村議会の議決について。

関係市町村議会の議決は、合併する旨の議決と同時に「合併に伴う財産処分について」も議決する必要がある。

そして

（１）合併処分について行政主席に申請すること。

（２）合併に伴う財産処分のこと

（３）促進法による議会の議決を要する協議、規約

の三点については、関係市町村はいづれも同じ内容の議決をしなければならないから、議案については、あらかじめよく協議しておくべきである。

（議案例）

編入合併の場合

議案第　号

町（村）の廃止編入について

何市（町村）を廃し、その区域を一九五　年　月　日をもって何市（町村）に編入することを行政主席に申請するものとする。

年　月　日　提出

何市町村長　氏名

理由

――― ― ―――――― ― ―――――― ― ―――

――― ― ―――――― ― ―――――― ― ―――

財産処分に関する協議書の例

議決第　号

合併に伴う財産処分に関する協議について

一九五　年　月　日　何市町村を廃し、その区域をもって何市町村を設置した場合、これに伴う財産処分を別紙のとおり関係町村協議の上決定するものとする。

年 月 日 提出

何市町村長　氏名


（別紙）

合併に伴う財産処分に関する協議書

一九五　年　月　日　何市町村を廃し、その区域をもって何町を設置した場合、これに伴う財産処分を次のとおり決定する。

一、何市の財産は全部　何市に帰属せしめる。

一、何市の財産は全部　何市に帰属せしめる。





○議長（泉正重君）

只今の御報告並に執行当局に対する質疑に入ります。

○真栄田義晃君

この度の合併問題と関連しますが、以前首里及び小禄が合併した時首里、小禄の議会で議決されてから合併実現迄、どの位の日数を要したかその点に就いてお伺い致します。

○助役（嘉手納並水君）

大体あの時も三ヶ月位掛かったと思います。

○宮城清三郎君

イヤ三ヶ月も掛かっていないと思います議会で議決もやったかやらないかも分らない間に、何時の間にか那覇市となった訳であり、そんな三ヶ月も掛かっていないと思います。だから当局が誠意をもっておればそんなに長くは掛からないと思います

○助役（嘉手納並水君）

これは話が持ち上がってから色々事務面の調整とか何とか云うものに相当日数を要し、それからその後議会の議決を経てから更に色々向うの財産面とか、詰り色々の資料これに依って研究する期間も相当長引きまして、大体話が出てから三ヶ月位掛かっている訳であります

（「進行」と呼ぶ者あり）

○島袋嘉順君

首里、小禄の合併は話が持上ってから合併する迄三ヶ月掛かったと云う事でありますが、真和志との問題は二、三年前から出ております。この話が出たのは二、三ヶ月前ではなくて二、三年前になる。一応那覇市として具体的に合併しようか、どうしようかと云う問題が出てから例えば主席の死亡によって當間市長が首席にならなくても那覇市としては予め事務的にこう云った準備は爲さるべきでなかったと思います。今の委員長の報告を聞きますと真和志市の方から市長選擧前に合併して呉れ、而も出来れば市長選擧に参加させて貰いたいと云う要望でございますので、今委員長の報告に対して質疑しようと思っても時期的には出来ない様になっているし質疑のしようがありません。若しこれが本当に事務的にどう云う風に選擧に対してはどう云う風にするかと云う時期もあり、こちらの態度も決まっておればどうするかと云う質問も出来ますがそれが出来ない様にしてから質問を出して呉れと云われても仕様がありません。問題は今度立つ市長が事務的に三ケ月掛って又来年の六月と云う要望もあったが十二月二十五日の選擧で立つ市長が真和志市との合併問題解決の管理市長になるかどうか又飽く迄も十二月二十五日に選擧をしておいて、万一六月に合併する場合にその侭吸収する形でその侭四ヶ年居据るか、或いは若し六月に合併すれば御破算にして新たに十七万市民の中から市長を選ぶか、これが問題になって来ると思う。色々な形で今度純候補が出ておりますが、この合併問題に対してどう云う態度をもっておるか分りませんが、私共としてはどうしても今度立つ市長は管理市長でなければならないというこう考えております事を此處迄運んで合併出来ない様になってから質疑しろと云っても出来ない事務的に三ヶ月位で出来る結局これが六月頃になるかも知れませんが、合併問題に対する基本的態度としてはこれ以上質疑は出来ない筈であります。

○議長（泉正重君）

本問題は少し掘り下げて話合いをする必要があると思いますので、本会議を休んで協議会に移りたいと思います。

（午前十一時五十五分　休憩）

――― ―――

（午後零時一分　再開）

○議長（泉正重君）

再開致します。食事の時間でございますので食事の為昼休憩致しまして、午後は一時に再開致します

（午後零時二分　休憩）

――― ― ―――

（午後一時五分　再開）

○議長（泉正重君）

午前に引續き本會議を再開致します　先程は那覇・真和志両市の合併問題に就いての委員報告に対する御意見を拝聽すると云う事で休憩した訳でありますが　その取扱い方に就いて何か御意見ございませんか　例えばどう云う風に持って行きたいと云った様な御意見がありましたらお願い致します

○高良清二君

その後に於ける真和志側の態度に就いて又向うからの連絡に就いて未た聞いておりませんがそれに就いて

○都市合併研究特別委員長（辺野喜英興君）

先程の委員長報告の末尾の中にも一寸書いてありましたが　向うの方からその後正副委員長がこちらに来ておりましたその前に実は那覇側の態度を向うに我々が報告に行った訳であります。那覇市としては選挙前の合併は不可能であり　選挙後であれば事務的にも可能であるが、現状ではこれを議決迄持って行く準備も出来なかったと云った訳でありますがその返事として向うの正副委員長がこちらに来ましたので話合った訳であります　真和志側としてはこの際選挙前に合併が不可能であれば今迄の特別委員會も発展的解消と云う風に私受取った訳であります一応解散して今度出来た所の市町村合併促進法第五條に依って促進協議會を設置し改めてこの問題につき検討して行きたいと云う話合いでありましたので　それでは我々としても真和志側がそう云う気持でありますのでこちらとしても三月に合併すると云う決議は出来ない様になった訳であります　そう云う意味で向うとしても今年新らしく出来るであろう協議會でその問題を取上げるものと思いますし　從って今後我々に対して何等かの意志表示があると思っております　以上の様な経過でありました。

○議長（泉正重君）

本件質疑を終結し討論に入りますが先程の都市合併研究特別委員會委員長の御報告の通り真和志側としては飽く迄も今迄の線を崩さずに　那覇市の市長選挙における早期合併を期待して　今回の事は一応御破算にし市長選挙終了後新市長の方針を勘案し市町村合併促進法第五條に基き合併促進協議會を構成し　この協議會で強力に推進し那覇真和志の合併実現を期したいと云う事になっており我々もそれを了承と云う事で宜敷ゆございますか。各位の御意見を伺います

（賛成と呼ぶ者あり）

○赤嶺慎英君

世論は両市の合併と云う事には賛意を表しておりますので、我々議會としてもこれに不賛成と云う事は罷りならんと思います

これが要するに功を焦り過る却って失敗すると云う懸念を持つ者であります　と申しますのは宮城議員からもお話がありました通り過去に於ける首里小禄が那覇市えの合併は余りにも早計であり、何の計画もなくしてやったが爲にあの区域が都市計画区域に入って居るとは云うものの　実際にはその計画が出来ていないその為に折角八阡七百万円の恩典があっても何等十一万市民の上に平等にやる事が出来なかった　これも結局は無計画な合併と云う所にあると思います

それから次々と起って来ました所の固定資産税の問題にしても從前からの市民の負担能力とも總て検討してやればアー云う不満は爆発しなかったと思いますし　支所の設置問題にしても段階的に計画せずにあの機構縮少と云う事も無計画な合併の為であり現在の様になっていると思います　それでそう云う結果は結局無計画な余りに短期日にやった為の結果であると思いますので　今度の真和志との合併に就きましては只今の委員長報告にもあります通り新らしく立法されました所の合併促進法に依りまして両方の財政的な問題も十分検討され　合併しても予算の奪い合いをやらない様にして飽く迄も促進法に謳われている所の都市建設計画に依って合併を促進して行く様に取計らって頂き度いと考える訳であります　更に過去の市會の体験であります所の財政問題にしても過去の真和志の言分は那覇市は　貧乏であると云う見解であったと私記憶しておりますが新聞の報道に依れば真和志市は今財政立直しに努力中であると云う事を承っておりますので　又將来の大偉業を完遂させる為に那覇は勿論真和志に於いても近き將来に上げられるであろう所の合併を期してこの財政立直しに努力して頂き両面相俟って時期を選定の上合併して頂きたい　そう云う御気持で今後の委員會も審議して頂きたいと云う事を強く要望致します

○議長（泉正重君）

では先程の委員長報告通り真和志側の意見も勘案致しまして　市長選挙後新市長の都市計画に対する方針も色々検討した上で合併促進法に則る合併促進協議會を構成し　それに依って十分検討を加えてから合併すると云う事に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○島袋嘉順君

その前に私が申し上げたいのは真和志側は大体三月から六月迄を合併期間と見ておりますがこれは今後の事務的な面或いは資料を作る為に遅れておりますが　その三月・六月と云う時期を見て今後は現在ある合併研究特別委員會はどう風な仕事をやって行きたいと云う計画を持っておられるか　そう云った面で何か具体的な方針と云うのがございましたら御説明願いたいと思います

○都市合併研究特別委員長（辺野喜英興君）

実は私もそれを今お諮りしたいと思っておりましたがこの際真和志としては今迄の合併特別委員會を解消して合併促進法の第五條に依る促進協議會を持つと云う事になっておりますが私個人の見解と致しましてもこれを新らしく力強くやる為には那覇市議會としてもこの運営の方法を変えた方が良いと思います　これは何も單なるゼスチャーではなく飽く迄も法に依ってやる為にはそう云う協議會をこの際那覇市議會としても取上げて貰って　この今期中にその方針を決定して貰いたいと思います　そうする事に依って直ぐ協議會を発足して其處で新たに我々の進むべき途を考える必要があると思います　要するに法の五條に依って真和志側も発展的解消をしておりますので那覇議會としても今迄の特別委員會を解消して　これを力強く踏み出す為に法に依る協議會を作るべきだと云う見解を持っております　宜敷くお願い致します

○島袋嘉順君

其處で委員會を解散して　では議會としてはどうすれば良いかと云う事になりますが　例へば那覇市の場合は一九五四年の九月に首里小禄を合併為された経験を持っておりますのでその経験に慣って真和志を合併させる場合に今問題になっている点は両市の財政的な問題でありますから　そう云った問題があれば當局としては議會側と合併の問題を継続的にやって更にその時期に慌てずに　例えば當局を議會がどう云う風に援助するかと云う事を法の第五條に依って協議會を持つとすれば　其處にはもう一歩進んだ案があると思いますがその案がなければこれを本日の日程に追加して検討するか或いは全員協議會でもってやる必要があると思います

○議長（泉正重君）

では一応本會議を休んで・・・・・・・・・・

○島袋嘉順君

一応日程外にこれを組んで協議會の形で組んだら良いと思います後でこの問題に就いて全員協議會を開いて貰いたいと思います

○高良清二君

只今の十二番議員（島袋嘉順君）の仰言る法第五条に依る協議會を持つと云う事は　先の委員長報告にもありました通りそれは合併促進法に依る合併と云う場合は當然そうでなければいけないと思いますし又そうあるべきと思いますが　然し真和志としてもどうせ市長選挙前の合併と云う事は不可能であり又法的にも出来ないと云う事はハッキリしておりますので　直ぐ今日の會議で合併研究特別委員會を解消すると云う様な事はしないで　これを継続審査の形でその侭存置してその間真和志とも意見を良く調整して両市ともに何日頃協議會を作るか　と云う事になってからやった方が良いと思いますので當分真和志との意見調整が出来る迄は継続審査の形に於いて特別委員會はその侭存置させて置きたいと思います

（「賛成」と呼ぶ者あり）

大体御意見も尽きた様でありますので討論を終結し表決に付したいと思います　お諮り致します　那覇真和志両市の合併問題については特別委員會の審査報を承認し合併促進法の第五條に依りますと結局新市長が決まらなければこれに謳われた協議が出来ないと云う事になりますので　只今二十五番議員（高良清二君）が仰言った通り真和志に於いてもそう云う計画でやっている様でありますので　只今の那覇市の合併特別委員會は存続の形でやって何れ市長選挙後に両市連絡の上　協議會に切換えると云う風に持って行きたいと思いますが左様取計らうことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って左様に決しました

――― ○ ―――

○島袋嘉順君

議事日程の追加並びに順序変更に関する緊急動議を提出致します　本日の日程第七に移る前に首里崎山区の地主並びに小作人百五名から提出に係る中央農業研究指導所移転候補地除外方陳情の審査に関する委員會開催方要請について皆さんにお諮り致したいと思いますので本日の議事日程に追加しその日程順序を第七とし以下順次日程番号を繰下げて頂かれん事を望みます

（賛成と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

只今十二番議員（島袋嘉順君）から先に首里崎山区の地主並びに小作人百五名から提出に係る　農業指導研究所移転先候補地除外方陳情の審査に関する委員會開催方要請についてを　本日の議事日程に追加しその日程番号を第七として以下順次番号を操下げると云う動議の提出があり只今所定の賛成がありまして動議は成立致しております

お諮り致します　只今の動議の通り日程を追加し日程順序を変更することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って左様に決しました

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

では只今追加されました日程第七中央農業研究所移転候補地除外方陳情の審査に関する委員會開催方要請についてを議題と致しまして発議者の趣旨説明を求めます

○島袋嘉順君

実は既に皆様も御存知の通り去る十一月二日に那覇市崎山区の金城幸福さん外数十名の方々から陳情が出ております　それは今問題になっております沖縄中央農業研究所の移動候補地が崎山区に指定されているが我々はこれに反対と云う趣旨の陳情であります　これは先に議會に提出されました鳥堀区の陳情と同じものでございますが　これに対しまして先程も諸般の報告の中にあったそうでありますが　これが總務財政委員會に付託になっていると云う事を聞いておりますが總務財政委員會では未だこれを一度も検討した事はないと思います　然もこれは早急に審議する必要があると思いますが種々の事情の為委員會開催する事が出来なかった訳であります　然し今朝の沖縄タイムスの二面に収用令の発動も考慮注目の農研所移転問題と云う風に載っておりますが　政府としては中央農業研究所を移転さす為に場所を求めておりますが　その新聞から見ますと崎山附近をその対象地として基處を確保したい　若しこれに反対するならば全琉農業開発々展の為に必要な建設機関であると云う立場から　土地を収用する考えもあると云っておりそれに対して地主も非常に反対して先程南風原の代表十二名が民主党　社大党　人民党の各政党を廻って　買収反対の陳情所謂農事試験場を其處に移すなと云う陳情をしております　更にこれは立法院にも為されておりますがこれから見て事態は非常に切迫した時期になっておりますが　この陳情が總務財政委員會に付託されているにも拘わらず　未だに審議されておらず　これは政府側の一つの政治的策謀ではないかと云う事を考えている訳であります　其處でこれを今日の本會議に於きまして首里の崎山から出ております陳情を早急に總務財政委員会で以って審議して頂く様　今日の本會議の名に於て要請すべきではないかと云う風に思いましたので緊急動議を提出した訳であります　本問題に対しては今更私から申上げる迄もなく非常に重大な問題であり今の内に手を打たなければ　又この陳情者は百名そこそこの問題ではありますが　少くとも市民の死活問題として出ている以上は例え當局又は議會の中で試験場は移すべきであるとか移さない方が良いと云う考を持っていても陳情書に対しては処理すべきであると思います

それから更に補足したいと思いますが　これは當局に対する質疑になるかも知りませんが　実は今度接収される地域の中には真和志の字真和志が入っておりますが真和志ではこの問題を取り上げまして積極的にこれに対して調査を開始しておりますが例へば向うを政府側が取上げるとすれば補償金はどうするかと云う風にやっておりますが　那覇市はこう云った事を何もしていないしこの前の鳥堀の問題が出た時も議會側でこれ丈騒いでいるにも拘わらず　當局はこれに対して何の準備もしていないし我々の質問に返事も出来ないと云う事実は　當局は市民に対して如何に無関心であるかと云う事がこれでハッキリしておりますので鳥堀の問題は先の委員會で処理されたが今度は更に崎山の問題が新聞にも出ておりますので　當局はこれに対しては何等かの調査を政府とやった事と思いますのでこれに対する議會に報告するものがあれば報告して頂きたいと思います　以上議長にお願いして出来ればこれに対する議會側のハッキリした態度を今會期中に審議されん事をお願い致します

○宮城清三郎君

只今の十二番議員（島袋嘉順君）の動議の趣旨に賛成であります

○上間長和君

只今の島袋議員の動議に賛成であります先の鳥堀の問題は總務財政委員會に付託されて処理されておりますが　少くとも陳情が出た以上は速やかに委員會を開催してやるべきであると思います

○議長（泉正重君）

ではお諮り致します　十二番議員（島袋嘉順君）より発議がありました崎山区民より提出に係る沖縄中央農業指導研究所移転候補地除外方の陳情開催方要請についての動議に御賛成の方は挙手願います

（挙手全員）

○議長（泉正重君）

全員賛成でありますので左様取計います

○議長（泉正重君）

只今日程第七に追加されましたこの陳情に対する總務財政委員會開催方要請について全員の御同意を得たのでありますが　只今委員長出席致しておりませんので代って副委員長からこれに対する御返事をして頂きたいと思います

○総務財政委員長（赤嶺慎英君）

只今発議者からの御説明にもありました通り　折角市民からの陳情が出ておりますので　議會に於ても全員賛成の下に總務財政委員會に付託して良いと云う事になれば我々委員會としても審議したいと思います

（「これは付託されている訳でしょう」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

總務財政委員會に付託されております

（「であるのに何故委員會を開催しないのか」と呼ぶ者あり）

○総務財政副委員長（赤嶺慎英君）

この崎山の陳情の問題は私も事務局長から陳情が出ていると云う事は承っておりますが　肝心の付託されたのが副委員長分りませんので・・・・・・・・・（爆笑）

○島袋嘉順君

事務局からの報告では總務財政委員會に付託されたと云う報告があり　更に残念な事には委員長が明日バンコックに旅行されますので副委員長にお願い致します

○総務財政副委員長（赤嶺慎英君）

私はそう云う事も事務局長から聞いた丈でありますので・・・・・

（「これは由々しき問題ですよ」と呼ぶ者あり）（笑声）

○議長（泉正重君）

この要請について副委員長の委員會開催方針について御説明願えればと思いますが・・・・・・・・・

○総務財政副委員長（赤嶺慎英君）

委員長不在でありますので副委員長代ってお答え致します　議會の御要求に依りまして早急に委員會を開催致したいと思います（拍手）（笑声）

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第八宝口線補修工事施行方の陳情について　と　日程第九末吉、内間線、補修工事施行方の陳情については関連致しますので一括議題と致し建設委員會　委員會における審査の経過並に結果の報告を求めます

○建設委員長（儀武息睦君）

只今一括議題となりました宝口線補修工事施行方の陳情と末吉、内間線補修工事施行方の陳情について建設委員会における審査の経過並に結果につき御報告申上げます　本二件の陳情の要旨を申上げますと宝口線と末吉、内間線の二路線は接続線になっており何れも近傍農家の産業道路として重要な役割をなしているのであります、それで交通頻繁のため路面が荒廃し車輌の通行は勿論一般利用者にも不自由を来たしている現状であり就中末吉内間線は制糖期になると該道路の利用繁しく末吉新橋より共同製糖の中間地点河面護岸約四十呎の路面が二呎も喰違いがあって重量物の運搬に危険であり現状の侭に放置された場合来るべき制糖期に大支障を来たす怖れがあるので御調査の上早急に補修して頂きたいというのであります　そこで十一月二十六日に本委員会を開催し委員九名出席の下に所管部長の出席を求めまして審査を行ったのであります。当日当局側からの話によれば該陳情書は当局宛に陳情書の提出がなかった調査資料が纏っていないため從って後二三日の猶予が欲しいというのであります　それで委員間では一応視察はしておいた方が良いという意見もありましたが結局当局の調査資料が纏ってからでないと質疑が出ても答辨が出来ないということになり当局の資料纏まり次第現場視察を行い本件の審査を行なうことになったのであります降って二十九日に委員会を開催全委員出席当局部課長より陳情箇所の概況説明を聽取し然る後審査の愼重を期するため後現場視察を行ったのであります、次いで十二月三日更に本委員会を開催委員十名出席の下に主管部課長の出席を求め本二件の陳情を審査したのでありますが土木課長の説明は宝口線かその道程三八二呎で施行工事費が五万四千円　末吉、内間線が延長二、六〇〇呎で二万九千円の施行工事費が掛かるというのであります。そこで委員間では当局の予算関係及び急施を必要とすべき處であるか種々検討審議の結果該陳情二件については宝口線は差して急ぐべき道路ではないので一応採択の上当局に時期をみて善処して貰う様にし、末吉内間線は共同製糖場に通ずる路線で製糖期を前に控え重量物運搬に危険を伴う惧れがあるので早急に補修してやらねばいけないということになり予算関係を当局に訪ねました處末吉内間線の予算なら都合が出来るとの答辨もありましたので本委員会に於いては御手許に御配りしてあるプリントの通り本陳情については全員一致でこれを採択することに決定致した次第であります。宜しく皆様方の御賛同を得たいのであります。





一九五六年十二月三日

建設委員会

委員長　儀武息睦

那覇市議会議長

泉正重殿

委員会審査報告について

会議規則第五十九條の規定に基き本委員会にその審査を付託された陳情三件については愼重審議の結果左記の通り審査したので報告する。

記

一、宝口線補修工事施行方の陳情について

一、末吉内間線補修工事施行の陳情について

一、汀良くんどもい線土留石垣築造方の陳情について

以上、三件は採択と決定した。





○議長（泉正重君）

只今の委員長報告について御質疑ありませんか。

○議長（泉正重君）

本件については建設委員会と当局の方で十分御検討下さった結果採択になっておりますのでお諮り致します　日程第八宝口線補修工事施行方の陳情について　日程第九末吉内間線補修工事施行方の陳情については委員長報告通り採択して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様確定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第十汀良くんどもい線土留石垣築造方の陳情を議題と致し建設委員会における審査の結過並に結果についての報告を求めます。

○建設委員長（儀武息睦君）

只今議題となりました汀良くんどもい線土留石垣築造方の陳情について建設委員会の審査経過並に結果につき御報告申上げます。本陳情の要旨を申上げますと去る九月七日、八日に亘る全島を襲ったエマ台風の余波に依り豪雨のため当ノ蔵区四〇号線を経て五号線に到るくんだもい線の一部が崩潰し路面の幅員を狭少され一尺余となり歩行するにも危険のおそれがありますので御調査の上工事施行下されたいというのであります。本陳情箇所は去る九月の第十四回議会定例会におけるエマ台風被害調査の時全員が視察した箇所で儀保三又路から与那原へ向け坂を登り詰めた所から右側へ一寸這った所土留石垣の崩潰した所であります処で十一月二十六日、十一月二十九日、十二月三日前後三回に亘り本陳情の審査を行ったのであります

当局の説明では該陳情箇所は一〇〇呎足らずではあるが工事施工費十七万九千円で市の今年度の予算では倒底出来ないので政府で今回の台風に依る災害復帰費より出して貰う様接渉がなされているというのであります。そこで委員より政府の方で災害復帰費が若し下付できなかった場合若しくは遅れた場合は益々該箇所の崩潰が大きくなる許りでその補修費も多額になる心配がある出来得れば応急措置を講ずる必要を痛感するが当局はどう考えているかに対し当局としては災害復帰費は現在の所市にはないそれで来年度廻しになった場合だったら補修は出来る然し路面が益々崩潰して行く様ではいけないから暫定的措置は取る積りでいるというのであります　そこで委員間では結局愼重審議の結果　当局の急施を要する処置の考えに対し全委員これを了承　本委員会に於いては御手許に御配りしてあるプリントの通りこれを採択致した次第であります　宜しく皆様の御賛同を得たいのであります

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

質疑がなければお諮り致します。日程第十汀良くんもどい線土留石垣築造方の陳情については只今の委員長御報告通り採択して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

異議なしと認めます依って左様に決しました。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

これを以って本日の日程は全部終了致しました　では閉会に当って助役の御挨拶があります。

○助役（嘉手納並水君）

長時間に亘って御審議下さいまして有難うございました御審議になりました案件に対しては十分注意致しまして皆様の御意思に副う様努力致したいと思います。どうも有難うございました

○議長（泉正重君）

これを持ちまして今期議会を閉会致します。

（午後一時四十二分閉会）





一、本日の会議を行った場所

市会議室

一、出席議員氏名


 
  	議長
  	泉正重
  	議員
  	真栄田義晃
 

 
  	副議長
  	長嶺将真
  	同
  	宮城清三郎
 

 
  	議員
  	上間長和
  	同
  	嘉数ツル
 

 
  	同
  	仲井真元楷
  	同
  	儀武息睦
 

 
  	同
  	森田孟真
  	同
  	比嘉佑直
 

 
  	同
  	新垣善太郎
  	同
  	高良一
 

 
  	同
  	宮里敏慶
  	同
  	糸数昌剛
 

 
  	同
  	喜久山朝重
  	同
  	久高友敏
 

 
  	同
  	渡口麗秀
  	同
  	高良清二
 

 
  	同
  	喜瀬康一
  	同
  	照屋正徳
 

 
  	同
  	崎山喜達
  	同
  	渡口政行
 

 
  	同
  	島袋嘉順
  	同
  	大山盛幸
 

 
  	同
  	比嘉朝四郎
  	同
  	備瀬知良
 

 
  	同
  	辺野喜英興
  	同
  	赤嶺慎英
 




一、欠席議員氏名


 
  	議員
  	上原光男
  	議員
  	玉那覇有義
 








一、市当局より参与せる者の職氏名

記


 
  	市長職務代理助役
  	嘉手納並水
  	総務課長
  	亀島入徳
 

 
  	収入役
  	大湾政順
  	財政課長
  	比嘉良男
 

 
  	総務部長
  	幸喜克彰
  	建築課長
  	宮平条男
 

 
  	財政部長
  	長嶺良松
  	泊港務所長
  	山里永達
 

 
  	建設部長
  	安次富長昌
  	
  	
 







一、事務局出席者


 
  	局長
  	新垣良正
  	書記
  	新垣襄二
 

 
  	書記
  	友寄隆次郎
  	同
  	湧川朝興
 

 
  	同
  	新垣繁
  	
  	
 








一、會議録署名人

一九五七年二月四日

２６番照屋正徳

一九五七年二月四日　１１　崎山喜達




一九五七年二月九日

那覇市議会議長　泉正重
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